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1782年 I I .プレー ベル、 ドイツに誕生。






















1839年 |・ 5・16相原一機(桜1壬蔵)、主主回(天功)へ、綾田天功 I. 6プレーベル、プランケンブルグに、幼児教
(天保10)I 父死去につき~文。 I 育指導者講習所を設立。 6カ月ずつの講習。
1840.fド I I・2・24牛尾田茂右門長女(棚橋)絢子、誕生。







1843年 I I . 1・20関信三、一色町安休寺に誕生。
(天保14)I I . 5・4iZli郷従道、滋燈に誕生。
. 8天功、「氏族志jを脱稿。
.10天功、修忘のことにつき徳}I斉昭
1844if I I . 5育相、幕府より li塁蔚・謎慎を命ぜられる。
(弘化元)I .東湖、幽問。 f殴天詩史j成る。 I








1847年 I .天功、「鶏明録Jを著す。 I ・古市静子、稔子島に誕生。


















1852年 I . 1・23t者築(治兵衛)、娩家(天功)に、機書採用の件!・祐宮(明治天主主)、誕生。
(嘉永5)I につき設;犬。 I. 7・21フレーベル、マリエンタールで没。70歳。


























1855年|・ 8小太郎ら 8人、水戸に拐かれた下関良到に関学を学 I.牛尾白絢子、学者、棚橋大作と結婚。
(安政2)I ぶ。 I・徳川篤敬、誕生。
11歳 1・10・2藤田東湖、大地震に際し、老母の身代わりとな I.フレーベルの教え子、カール・シュルツ、アメ






12殺 1 ・6天功、 f北E雪志jを税務。



















.8 ・ 6~ 天功、「代%録」を書く。
. 10天功、「食貨志j五巻。小太郎、水戸に戻る0
・12・29天功、「代務録(館釘J之部)Jを誉く。
1858年;・ 5天功、 f兵志」十三巻を議く。 I
(安政5)I・笑雄、 i菜作治十夫人室経子に護送及び女礼式を学ぶ(慶応 1・6 幕府、日米修好通商条約に調印。
14歳 I 2年まで)。裁縫術を修める。父、治兵衛に和渓の学を I. 7幕府、斉16.凌姦らを処分。
学ぶ。新井i原八郎の母に穴沢流薙万の伝授を受ける。 I. 7幕府、日露修好通商条約に昔話印。
8水戸;寄に戊午の密勅下る。
・9~12 小太郎、江戸滞在。 I .中村iETI主(Efl府)、 n竿学論iを若す。
I . 9・7 安政の大獄始まる(翌年まで)。
1859年 I I .合図松陰、橋本友内、頼三三樹三郎刑死。
(安政6)I I . 2・15i!雪山明教、鉄の長女、(氏原)銀、誕生。



































































1866年 I.叔母、幾子、牢死。 I. 1藤長問盟成る。
(慶応2)I・2・20小太郎、弘道館教職となる。 I・中村正直、英閣に留学。 35歳。
22歳 |・ 6・9犬小太郎、問志と税務し、京へよる。月性、頼 I. 6第二次長州征伐始まる。
三樹三郎、佼袈の高股右衛門(義勇)などとも交友があっ|・古市静子、無断で稜子島を出帆。大暴風で帰島。
た模様。
9・2勤袋持母国派の夫小太郎、京都で暗殺される。 I. 9 '1iE長休戦。
. 12・12夫の弟線(籾来)、没。 22歳。 I.12慶喜、将軍となる。
1867年 I • 3・1夫の末弟途(伴之介)、没。 17歳。 I• 1・2 (新暦2・2)森有礼、ロンドンで中村
(慶応3)I .遊間家一人となり、桑原家に移り伎む。兄、カ太郊につ i正直に会う。









1868年 I . 2 自宅で開勢。 j奨学、留学、家庭の業務等を教授。 I. 1 ・ 3~4 鳥羽・伏見のi淡い。
(明治元)I .この年末頃より、川崎巌の家塾で渓絡を習う。 I・古市節子、限病治療で長崎へ行く。 i窪燈務士、













1971年 I ・2・10岩村通俊、札線に正式赴任。 長渓二学
(明治4)I 科の資生館(後の創成小学校、現資生館小学校)






















1872年 |・ 5・2夜、後漢班奴伝(女誠七主義)八繋を筆写。 ト 2・2 関億三(安藤郡太郎)偽装受洗。明治
(明治5)I I 新政府の邪教探索方燦者を続ける。













(明治6)I .発桜女学校内則を響く。 I. 2・24キリスト数禁制の高宇しを撤廃。























1874年 -この年、根本正、立}I問、殺に依頼し、 f反葬の夫の亡骸を . 1・4 出中不一!岳、女子附範学校創立の伺い









































































1876年 ! ト 1桑防予見五、「幼稚溺巻よJを綴訳。










































. 12松野クララより保育法の{云習。この月は14図。『弔問四回目再時即時四 時四四岨回目ー 一ー-帯四回明暗四四回目白幽 4・一一『ー『ー弔司冊幅四回目回一一ー『ー尋問甲田町田由自由世世ー』ーー
1877年 . 1松野クララより保育法の伝習。この月は12問。 . 1・10問中不二路、米回より帰国。
(明治10) . 1・29鹿児島の私学校徒、政府の火薬庫を幾
33歳 つ。












































































. 4・12第一、第二恩物について講義。 . 4西郷従道、特命全権公使(イタリア)仰せ
つけられる(大久保暗殺事件で実現しない)。
. 4・24反対物と統合について講義。




































































































































1880年 I. 1か2 問中不二皆、鹿児島女子姉範学校臨視祝文ので i・1・7文部大事吉田中不二庭、学事巡視のため
(明治13)I 議:き。 I九州地方へ出張。































. 6・1鹿児島より帰京中し付けにつき御翁番。 . 6・1愛珠幼税関設立(大阪)。
















とした。四時四時由時世園田ーー-一ー』一一ー一ーー 時ー時時時世一ー一一ーー--回目即時時四四時四時世・・ーー 一ー一一一『ー再弔問問品四時世曲目ーー一一ー一一ー『ー---時四時叫明時 時曲曲由』ーーーーー 一ーーー 一ー一--同弔問肝時時叩時四即時由時四世田由司自国・ーー 一ー一一---四時四四日時世田ーーーー骨骨四時

















































































1885年 I. 3・25女子締範学校幼稚留保育法、家政科教員免許状|・西郷従王室、ワシントンでチブスで死ぬ。 10歳。
(明治18)1 を受ける。 1 . 8飯島半十郎著「幼稜関初歩」。
41歳 I I・8東京師範学校と東京女子締範学校合併。校
長、潟嶺秀夫(明治19年3月まで)。


























者)の番の翻訳を試みる(序文あり )0 I . 5.10教問題委検定条例公布。





































































.11・21~12 ・ 25 問中iE造、足尾鉱議問題で質
問書。
ihEi五「ー 一一一一一一… 一一一一 … …一一一一一一1一日1瓦正一五五J¥至高張扇喜一設豆;ω
(明治25)I . i半、雨谷践の長女幸とi吉婚。伴30歳、主幹18歳。
48歳 i
1893年 |・ 10・20東京府高等女学校依願解雇に付の辞令。 I・棚橋絢子の夫大作、没。
(明治26)I I . 7・7根本、移民地簡査のためメキシコへ。
49段 I I 
1894年 1・4~寄宿舎方式の家労学舎を開く。場所は有楽町 l 了臼 I . 3・1総選挙、根本、落選。
(明治27)I 5若手地。 I・7・16根本、中潟米祝祭へ出発。


























1898年 I. 4・30日本赤十字社正社員となる。 I. 3・15根本正、衆議i淀議良となる。以後1924
(明治31)I 年に漆遂するまで、当選10問、26年弱議長生j致。
54定員 I I .機橋絢子、名古震の高等女学校を辞職。
1899年 I I .徳川篤敬、没。 43歳。
(明治32)I I . 2・15根本正の関民教育授業料金廃建議案、








1900年 |・ 2・8日本赤十字社終身社員認定状。 I• 2・8根本、美術奨励の建議。
(明治3)I . 3・31r兼栃木県高等女学校舎監ヲ免ス」の辞令。 I・幼稚簡保育及び設備規定。




(明治34)I . 1・31感謝状(日本赤十字総裁)0 ・フレーベル会「婦人と子どもJ創刊(大正7年















1903年 I . 3・20愛留婦人会通常会員の認、定状。 I.棚橋総子、長男一郎創立の東京芸器等女学校の校












61歳 I ・9・5 ポーツマス条約調印。
1906年 |・ 1・16愛溺婦人会功労者として七宝金色製友功主主を受|・日本キリスト教幼稚関連盟創立。
(明治39)I ける。 I.根本lE提出の公立幼稔関係fまに恩給を与える法
62歳 I I 案成立。
.11森田菊栄、青山家を継ぐ。
1907年 I. 7鈴木金太郎より穴沢流薙万免許状。




64歳 I I たため)。
1909年 I・5・14松野クララの夫、破、没。
(明治42)I I・2・1問中不ニ慮、没。












































“ï9-2ö~--1 一一……一一…一一一一一一一一一一一一… ---1 寸了五百雨量蚕広一一一
(大正9) 
76足立
i語ï~--r一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 1…:子雇示;一平面1 ， ~長京高註主張存;
(大lE10)
77歳
1922年 I I . 3・25根本lEの未成年者飲溺禁止法成立、4・
(大正1)I I 1、施行。
78歳 I . 4・1水戸高等女学校務部解織の辞令。






























(ilB;fD 7) I I・5・15五・一五事件。
88歳 I .10自作歌集「思い出くさjを編集。 I



































1941年 I. 3・2表彩状(愛国婦人会総裁)0 I .松野クララ、 f手国ドイツで没。








1943年 1 1 .山川菊栄、?武家の女性J(三閣書房)出版。(小
(昭和18)I I 太郎に関する記述などある)
没後2年 1 I .11・30根本徳子、没。
1945i:f三 I ・8・6広島に涼;爆投下。













没後15年 I I 記述などある)























































フレーベル著 f人隠の教育(上)J(荒井 武訳)、岩波文庫、第19制(初版1964年)、 1981年。
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以上の他、文部省日誌、文部省年報などがある。
